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曾
っ
て
、
湯
浅
常
山
を
し
て
、
　
「
制
度
通
ナ
ト
随
分
文
献
通
考
杜
氏
通
典
明
会
典
ナ
ト
ヲ
能
ヨ
ミ
テ
ト
ク
ト
香
込
メ
テ
仕
立
ク
ル

物
ナ
リ
、
大
抵
二
書
ヲ
精
密
二
見
タ
ル
ハ
カ
リ
ニ
テ
ナ
ラ
ヌ
コ
ト
也
ト
南
郭
語
リ
タ
ヒ
ヒ
キ
」
と
、
激
称
せ
し
め
た
、
伊
藤
東
涯
の

制
度
通
（
享
保
九
年
．
東
涯
自
叙
。
寛
政
八
年
．
長
子
善
詔
校
正
上
梓
）
は
、
吾
人
の
座
右
書
の
一
と
し
て
、
平
素
、
愛
読
措
く
能
は
ざ
る

も
の
で
あ
る
か
、
そ
の
巻
二
・
州
県
郡
国
の
事
の
膵
刀
頭
に
、
「
発
ノ
時
萬
ヲ
シ
テ
洪
水
ヲ
オ
サ
メ
シ
メ
天
下
ヲ
ワ
カ
チ
テ
九
州
ト
ス

萬
ソ
ノ
境
界
貢
賦
ノ
コ
ト
ヲ
記
シ
テ
萬
貢
ヲ
作
ル
是
ヨ
リ
サ
キ
九
州
二
分
タ
レ
テ
発
ノ
時
ソ
ノ
法
二
従
ヒ
タ
マ
フ
カ
叉
ア
ラ
タ
ニ
九

州
一
ニ
レ
タ
ル
カ
ソ
ノ
ニ
一
シ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
後
世
一
及
テ
天
下
ノ
州
郡
サ
一
く
一
変
改
ア
レ
ト
纂
ノ
時
ノ
九
州
ノ
名
一
カ

ハ
ル
コ
ト
ナ
シ
ソ
レ
ユ
ヘ
ニ
地
理
ノ
書
二
ヵ
ナ
ラ
ズ
是
ヲ
証
拠
ト
ス
」
と
説
き
出
さ
れ
た
一
節
は
、
地
理
学
と
社
会
経
済
学
と
の
関

係
に
就
き
、
糖
研
を
試
み
ん
と
す
る
吾
人
の
、
深
く
興
味
を
そ
そ
が
れ
た
処
で
あ
る
。

経
済
地
理
学
は
、
経
済
学
と
所
謂
人
文
地
理
学
と
の
交
錆
す
る
領
－
域
に
、
そ
の
研
究
範
囲
を
求
む
可
き
で
あ
り
、
従
っ
て
、
斯
学
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の
研
究
に
は
、
人
文
地
理
学
に
通
暁
す
る
要
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
叉
、
経
済
学
の
原
理
及
ぴ
其
の
考
察
方
法
を
も
等
閑
に
付
す
る
こ

と
を
得
な
い
。
経
済
学
と
地
理
学
、
此
の
両
科
学
が
、
如
何
な
る
関
係
に
あ
る
か
、
是
れ
、
拙
稿
の
企
図
す
る
処
で
あ
る
。

　
経
済
学
と
地
理
学
と
が
、
極
め
て
密
接
な
関
係
に
置
か
れ
て
い
れ
ば
こ
そ
、
こ
こ
に
、
経
済
地
理
学
の
成
立
を
見
る
の
で
あ
っ
て
、

等
し
く
人
文
地
理
学
の
分
科
で
あ
っ
て
も
、
経
済
地
理
学
は
、
他
の
政
治
地
理
学
、
民
族
地
理
挙
、
宗
教
地
理
学
、
文
化
地
理
学
等

に
比
す
れ
ば
、
巨
常
生
活
と
の
関
係
、
最
も
密
な
る
も
の
が
、
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、
地
域
の
自
然
と
、
欲
望
充
当
を
目

的
と
す
る
物
質
的
手
段
の
計
画
的
創
造
及
び
応
用
に
向
け
ら
れ
た
人
間
行
為
、
即
ち
経
済
行
為
と
を
連
結
す
る
面
に
、
そ
の
研
究
領

域
が
横
た
わ
り
、
展
六
、
応
用
科
学
の
称
呼
す
ら
、
与
え
ら
れ
て
い
る
の
ノ
し
あ
る
。

　
抑
々
、
経
済
行
為
な
る
も
の
は
、
人
類
発
生
の
当
初
よ
り
存
在
す
る
の
で
あ
る
が
、
而
か
も
、
経
済
地
理
学
的
研
究
は
、
漸
く
鞠

近
に
入
っ
て
、
蟹
頭
し
来
っ
た
こ
と
は
、
独
得
な
事
実
と
し
て
、
銘
記
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
従
っ
て
、
地
理
学
と
経
済
学
と
の
関

係
に
赫
い
て
も
、
漸
く
最
近
に
至
っ
て
、
考
察
が
加
え
ら
れ
、
此
の
風
潮
は
、
勢
い
、
経
済
地
理
学
の
立
定
に
ま
で
進
展
し
た
の
で

あ
る
が
、
此
の
両
科
学
の
関
係
を
明
自
に
す
る
こ
と
は
、
経
済
地
理
学
を
し
て
、
一
層
、
含
理
的
計
画
及
び
利
用
の
基
礎
と
し
て
、

役
立
た
し
め
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
現
今
、
世
界
経
済
が
、
人
類
を
給
養
し
、
且
つ
、
是
に
、
物
質
的
素
材
を
供
給
す
る
方
面
に
、
そ
の
重
要
な
る
一
使
命
を
有
す
る

と
す
れ
ば
、
両
科
学
の
関
係
を
明
白
に
す
る
こ
と
は
、
単
に
経
済
地
理
学
の
認
識
に
資
す
る
の
み
な
ら
ず
、
実
業
家
、
経
済
学
者
、

政
治
家
、
技
術
家
、
凡
そ
是
等
の
人
六
の
専
門
的
分
野
に
、
禅
補
す
る
処
、
著
し
い
も
の
が
あ
り
、
更
ら
に
、
一
般
人
士
に
と
っ
て

も
、
当
面
の
時
事
問
題
の
理
解
を
容
易
に
す
る
で
あ
ろ
う
。



二

　
経
済
学
と
地
理
学
と
の
関
係
を
考
察
す
る
に
当
っ
て
も
、
一
応
、
顧
み
る
可
き
は
、
地
理
学
の
定
義
、
て
あ
ろ
う
。
地
理
学
と
は
何

ぞ
や
、
地
理
学
に
独
得
な
職
能
は
、
如
何
。
此
の
問
題
は
、
す
で
に
、
多
く
の
地
理
学
者
に
よ
っ
て
、
夫
六
、
独
自
の
立
場
か
ら
、

解
決
さ
れ
た
処
ノ
し
あ
る
が
、
吾
人
は
、
リ
ヒ
ト
ホ
ー
フ
ェ
ソ
（
■
デ
ぎ
Ｏ
睾
ぎ
寂
Ｐ
Ｈ
Ｏ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
１
Ｈ
８
｝
）
以
来
の
提
唱
に
か
か
る
、
地
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

学
は
地
表
（
婁
・
睾
ま
ヴ
雪
毒
・
ざ
）
に
関
す
る
科
栄
な
り
と
す
る
定
義
を
、
最
も
適
当
な
も
の
と
、
信
ず
る
の
で
あ
る
。
此
処
に
所

謂
地
表
（
婁
¢
睾
３
ヴ
實
馨
〇
一
旨
）
は
、
彼
の
数
学
に
於
け
る
球
体
の
如
く
、
抽
象
的
な
も
の
に
非
ず
し
て
、
具
体
的
な
も
の
ノ
し
あ
る
。

即
ち
、
気
圏
の
下
層
部
と
、
岩
圏
の
上
層
部
と
を
含
み
、
叉
、
如
何
な
る
も
の
に
よ
っ
て
、
充
満
さ
れ
て
い
る
か
、
凡
そ
、
是
等
総

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

て
の
現
象
の
因
果
的
関
係
を
包
括
す
る
の
で
あ
私
。
而
し
て
、
此
場
合
、
地
表
（
皇
¢
卑
３
げ
胃
震
ｏ
汗
）
の
空
間
を
、
充
満
し
て
い

る
も
の
に
は
、
単
に
、
物
質
的
に
認
識
さ
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
叉
、
あ
ら
ゆ
る
本
質
的
特
性
を
も
、
包
含
せ
し
む
可
き
ノ
。
あ
ろ
う
。

此
の
特
性
は
、
他
の
現
象
か
ら
、
唯
間
接
的
に
の
み
、
誘
導
さ
れ
る
場
合
、
元
よ
り
妨
げ
ず
、
あ
た
か
も
、
織
て
の
種
類
の
力
を
、

そ
の
作
用
か
ら
、
推
定
す
る
時
の
如
き
是
ノ
」
あ
る
。
か
く
観
来
れ
ば
、
人
類
は
、
単
に
、
身
体
的
目
的
と
し
て
、
地
表
（
雲
、
■
ソ
｛
．

◎
ヴ
２
婁
ｏ
訂
）
の
充
満
物
に
属
す
る
の
み
な
ら
ず
、
叉
、
そ
の
本
質
及
び
作
用
を
必
要
と
し
て
、
此
本
質
及
び
作
用
は
、
空
間
の
実

相
、
即
ち
、
所
謂
景
椴
（
■
竃
穿
ｇ
一
き
．
票
・
■
岩
穿
〇
一
峯
６
の
一
部
を
構
成
す
る
も
の
と
し
て
、
考
察
す
可
き
ノ
し
あ
ろ
う
。
而
し

て
、
た
え
ず
、
景
観
（
■
彗
康
ｇ
毛
一
婁
¢
巨
己
さ
ア
曽
ｅ
の
実
相
に
影
響
し
、
且
つ
、
是
を
形
成
す
る
も
の
ノ
」
あ
る
。
人
類
の
、
経

済
地
理
学
に
対
す
る
、
此
の
意
義
は
、
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
（
声
岸
一
＆
ま
ブ
）
に
よ
っ
て
、
千
九
百
年
以
来
、
特
に
強
調
さ
れ
来
っ
た

処
で
あ
っ
て
、
そ
の
採
用
し
た
研
究
方
法
は
、
経
済
発
展
の
段
階
が
、
如
何
に
、
自
然
か
ら
、
支
配
さ
れ
た
か
を
、
主
眼
と
し
た
も
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地
理
学
が
、
其
の
本
質
を
、
空
間
の
科
挙
た
る
こ
と
に
求
め
得
る
隈
り
、
経
済
地
理
学
は
、
空
間
と
人
間
の
経
済
と
の
関
係
を
探

求
す
る
こ
と
に
、
其
の
職
能
を
見
出
す
可
き
で
あ
る
。
故
に
、
先
ず
最
初
に
把
握
す
可
き
は
、
空
間
た
る
地
理
的
基
礎
が
、
如
何
に
、

経
済
を
規
制
し
て
い
る
か
の
問
題
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
．
空
間
と
経
済
と
の
間
の
因
果
的
関
係
と
も
、
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
か

く
し
て
、
空
間
と
経
済
と
の
間
の
第
一
の
関
係
が
、
見
出
さ
れ
る
訳
で
あ
っ
て
、
此
の
関
係
は
、
大
体
に
於
い
て
、
空
間
と
其
の
充

蒲
物
が
、
場
処
、
方
法
及
び
原
因
を
標
準
と
し
て
、
人
間
の
経
済
へ
及
ぼ
す
作
用
を
明
か
に
す
る
も
の
に
あ
る
。
而
し
て
、
此
の
部

門
に
於
い
て
は
、
地
理
的
因
子
の
作
用
が
、
主
眼
に
置
か
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
地
理
学
的
認
識
が
、
最
も
強
く
、
要
求
さ
れ
る
の

で
あ
る
。

　
然
る
に
、
一
方
、
経
済
の
管
理
者
と
し
て
の
人
間
は
、
内
的
に
も
、
叉
、
外
的
に
も
、
人
間
の
側
に
於
い
て
、
空
間
の
作
用
に
対

し
て
、
反
動
作
用
を
起
し
、
而
か
も
、
此
の
反
動
作
用
は
、
そ
の
一
般
的
な
性
格
に
応
じ
て
、
叉
、
個
人
的
な
性
格
に
従
い
、
種
六
、

異
る
も
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
空
間
に
は
、
変
化
が
、
生
ず
る
の
み
な
ら
ず
、
叉
、
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
経
済
上
の
欲
望
に
基

く
如
く
、
諾
力
が
、
空
間
に
於
い
て
、
喚
起
さ
れ
、
人
間
の
側
に
於
い
て
、
叉
、
更
ら
に
、
空
間
の
性
質
に
応
じ
て
、
充
満
さ
れ
た

空
間
を
、
人
間
の
経
済
を
恵
与
す
る
為
め
に
、
影
響
を
及
ぽ
す
の
で
あ
る
、
此
の
際
、
空
間
及
び
ン
、
の
充
満
物
が
、
変
動
を
蒙
む
る

限
り
、
地
理
的
現
象
と
し
て
、
把
握
さ
れ
、
而
し
て
、
是
等
現
象
の
分
布
及
び
関
係
は
、
何
れ
も
、
経
済
地
理
学
の
研
究
範
囲
に
属

す
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
、
第
一
の
研
究
部
門
に
比
較
す
れ
ば
、
人
間
の
経
済
を
重
視
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、
経
済
学

的
認
識
が
、
一
層
強
化
さ
る
可
き
で
あ
ろ
う
し

　
か
く
し
て
、
経
済
地
理
学
の
研
究
及
び
認
識
に
対
し
て
は
、
先
ず
、
空
間
が
人
関
経
済
に
及
ぼ
す
作
用
、
次
に
は
、
人
間
経
済
が
、



空
間
に
及
ぽ
す
作
用
、
此
の
両
者
が
、
並
立
す
る
こ
と
に
な
る
。
而
し
て
、
此
の
両
者
は
、
原
理
的
に
は
、
等
し
く
、
正
当
付
け
ら

れ
て
い
て
も
、
現
実
の
問
題
と
し
て
は
、
勿
論
、
空
間
が
、
経
済
に
及
ぽ
す
作
用
か
、
叉
、
経
済
が
、
空
間
に
及
ぽ
す
作
用
か
、
此

の
何
れ
か
一
方
が
、
勢
力
を
得
る
訳
で
あ
る
。
此
の
関
係
を
、
簡
単
に
表
現
す
る
術
語
と
し
て
、
交
互
作
用
（
皇
¢
事
８
茅
９
ま
岸
－

…
胴
）
と
云
う
語
が
、
慣
用
さ
れ
て
居
り
、
か
く
て
、
経
済
地
理
学
は
、
そ
の
充
満
物
を
有
す
る
空
間
と
、
人
間
経
済
と
の
間
に
起

る
処
の
交
互
作
用
を
論
じ
、
是
等
現
象
の
分
布
及
び
結
果
に
就
い
て
、
是
を
説
明
す
る
科
学
な
り
と
、
定
義
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
科
挙
に
於
け
る
目
的
と
し
て
は
、
斯
学
は
、
交
互
作
用
（
婁
ｏ
事
８
プ
色
ま
・
ぎ
冒
胴
）
の
観
点
の
下
、
自
然
景
観
並
び
に
人
間
の
経

済
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
所
謂
経
済
景
観
の
実
相
を
把
握
し
、
且
つ
、
是
を
研
究
、
認
識
す
る
こ
と
が
、
挙
げ
ら
れ
、
更
ら
に
、
実

際
界
に
於
け
る
目
的
と
し
て
は
、
空
間
の
、
総
て
の
自
然
現
象
及
び
事
例
を
、
人
間
経
済
の
要
求
の
為
め
に
、
出
来
る
だ
け
利
用
す

る
様
に
、
努
む
可
き
で
あ
る
。

　
か
く
観
来
れ
ば
、
斯
学
独
白
の
立
場
と
し
て
は
、
純
地
理
学
的
観
念
た
る
景
観
が
、
人
間
経
済
と
云
う
特
殊
な
関
係
の
下
に
把
握

さ
れ
る
こ
と
が
、
挙
げ
ら
れ
、
こ
の
こ
と
は
、
又
、
同
時
に
、
経
済
地
理
学
が
、
地
理
学
に
帰
属
す
る
こ
と
を
、
示
す
も
の
で
あ
る
。

Ｈ
）
　
く
す
ｑ
－
■
暮
３
目
。
。
竃
プ
，
昌
ｐ
目
｛
げ
口
ｏ
｝
｛
雪
ｏ
究
胴
§
勺
；
ｏ
．
Ｈ
・

心
）
　
轟
－
目
一
事
ｐ
ｏ
ｑ
目
ｏ
二
■
ｏ
プ
Ｈ
一
昌
ｏ
プ
｛
ｇ
ｏ
ｇ
サ
ｑ
鼻
勺
；
¢
・
Ｈ
．
宙
｛
・
お
８
・
ｃ
ｃ
・
畠
ー
べ
・

○
。
）
　
拙
著
・
経
済
地
理
学
・
ニ
ニ
頁
参
照
。

三

以
上
、
経
済
地
理
学
の
本
質
を
略
述
し
、
斯
学
は
、

　
経
済
学
と
地
理
掌
と
の
関
係
（
淡
川
）

そ
の
性
格
上
、

地
理
学
に
帰
属
す
る
こ
と
に
、
論
及
し
た
の
で
あ
る
が
、
然

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
（
五
三
九
）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
ハ
（
五
四
〇
）

　
　
立
命
館
経
済
掌
（
第
一
巻
・
第
五
．
六
号
）

ら
ば
・
次
に
間
題
に
す
可
き
は
、
そ
の
、
経
済
に
対
し
て
有
す
る
関
係
を
、
如
何
に
、
考
ふ
可
き
ノ
し
あ
る
か
の
点
ノ
し
あ
る
。

吾
人
は
・
此
の
問
題
を
解
決
す
る
嚢
方
法
と
し
て
、
経
嚢
展
繕
説
一
目
§
。
冒
一
。
。
。
け
曽
吸
、
、
皇
。
葦
、
、
。
。
。
プ
曽
由
。
。
。
。
、
目
６
を
、

地
理
学
の
観
点
よ
り
、
検
討
す
る
こ
と
が
、
最
も
目
的
Ｋ
合
す
る
様
に
、
思
う
の
で
あ
る
。

抑
々
・
経
纂
展
藩
説
一
・
§
・
旨
姜
冨
胴
・
；
婁
季
菱
星
は
、
経
済
史
の
研
究
に
於
い
て
は
、
極
め
て
重
菱

集
観
念
の
一
に
属
し
・
欧
羅
巴
・
特
に
嚢
の
経
済
学
者
は
、
或
凄
生
産
の
状
態
の
上
吉
観
、
或
い
は
交
換
及
び
雇
取
引

の
方
法
の
上
ポ
槻
・
或
凄
叉
生
産
と
消
費
と
の
関
係
吉
観
て
、
経
嚢
達
の
段
謄
関
し
、
種
友
奮
説
を
立
て
、
以
つ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
）

経
済
発
達
の
大
体
の
趨
勢
、
一
般
の
傾
向
を
考
察
す
る
に
、
資
す
る
も
の
で
あ
る
。

経
済
史
に
所
謂
経
嚢
達
襲
説
Ｇ
８
昌
邑
…
蓑
奉
ぎ
豪
一
星
は
、
元
吉
、
時
間
的
、
立
体
的
棄
の
蓋
る

が
・
経
済
撞
学
の
立
場
吉
・
是
を
採
用
す
る
時
は
、
空
間
的
、
平
両
的
葦
の
と
奮
こ
と
は
、
一
稽
、
歴
史
と
地
理
と
の

間
に
観
ら
れ
る
、
未
六
の
本
質
的
特
徴
か
ら
来
る
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。

然
農
・
経
済
地
理
学
の
立
場
吉
す
涯
、
経
嚢
展
誰
説
冨
旨
一
・
。
。
け
毫
、
。
、
。
考
、
、
け
。
。
。
プ
、
津
。
。
。
。
一
、
３
を
、
如
何
に
立

定
す
可
き
麦
る
か
二
般
に
霧
の
発
達
菱
配
す
る
条
件
と
し
て
は
、
広
く
、
白
然
、
人
種
、
杜
会
制
度
等
が
挙
げ
完
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

る
が
・
此
の
中
・
繁
地
理
学
的
認
識
に
婁
す
る
も
の
は
、
自
然
で
あ
ろ
シ
。
白
然
は
、
是
茎
析
す
窪
、
気
候
、
土
壌
、
水

量
・
動
物
界
並
び
緩
物
界
・
暴
力
及
び
暴
の
素
材
等
と
奮
の
麦
る
か
、
是
等
は
、
何
を
、
経
済
の
自
然
地
理
的
基
礎

と
書
・
以
一
て
・
責
の
地
域
の
経
済
を
規
制
す
る
自
然
制
約
冨
多
婁
邑
と
襯
る
可
喜
あ
る
。
而
し
て
、
斯
学
に

於
い
て
・
援
用
す
る
経
嚢
霞
階
説
一
書
・
旨
姜
童
、
、
三
、
・
け
。
・
婁
。
。
。
。
事
一
は
、
人
間
経
済
が
、
此
の
暴
．
制
約
一
。
、
、

看
婁
星
か
島
た
る
距
離
の
大
、
小
を
標
準
と
し
て
、
区
劃
す
る
こ
と
が
、
最
喜
目
的
で
あ
る
震
思
う
の
で
あ
る
。
而



し
て
、
初
め
て
、
此
の
点
に
着
眼
し
て
、
経
済
発
展
段
階
説
（
司
８
昌
ま
ｏ
ｏ
ｏ
冒
零
一
ま
ｏ
事
一
・
房
。
プ
曹
津
。
。
。
。
巨
寂
）
を
立
定
し
た
の
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
）

前
に
も
論
及
し
た
処
で
あ
る
が
、
エ
ル
ソ
ス
ト
・
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
（
一
ム
一
…
具
－
、
ユ
＆
ユ
ｏ
５
デ
、
あ
ろ
う
。
そ
の
区
劃
は
、
反
射
又
は
動

物
の
段
階
（
ま
・
・
堅
易
書
¢
巳
ま
ま
ｏ
プ
¢
ｏ
っ
巨
肝
）
、
本
能
叉
は
順
応
の
段
階
（
ま
¢
｛
舅
葦
嚢
き
。
ｐ
寧
一
、
囚
、
－
、
曽
睾
、
ｏ
ｏ
け
一
一
箒
）
、
伝
統

叉
は
伝
承
の
段
階
（
ま
¢
暮
睾
一
昌
昌
ｏ
＆
．
｛
げ
胃
ま
事
８
ｏ
ｏ
巨
げ
）
及
び
合
理
的
叉
は
科
学
技
術
の
段
階
（
昌
¢
、
曽
艘
。
罵
豪
。
｛
・
ま
。
。
．

。
。
ｏ
昌
ｏ
麦
竃
｛
ｏ
甲
寄
争
ま
。
。
争
ｏ
ｏ
ｏ
巨
守
）
の
四
段
階
を
認
め
る
の
で
あ
る
。
是
等
の
段
階
が
、
入
間
の
経
済
が
、
白
然
の
強
制
か
ら
距
た

る
距
離
の
大
小
を
標
準
↑
し
て
、
設
け
ら
れ
た
る
に
対
し
、
氏
は
、
更
ら
に
、
経
済
耕
態
（
婁
¢
考
｛
、
“
。
。
。
プ
津
串
。
。
宇
一
冒
）
と
し
て
、
人

間
が
、
そ
の
済
済
上
の
目
的
を
遣
求
す
る
方
法
の
、
種
六
異
れ
る
型
を
区
別
し
て
い
る
。
是
を
区
劃
す
る
に
当
っ
て
は
、
元
よ
り
、

多
く
の
標
準
あ
る
も
、
食
糧
及
び
必
需
品
の
調
達
を
基
準
と
し
て
、
採
集
経
済
（
畠
¢
ｏ
０
２
旨
旨
、
Ｈ
ま
、
け
。
。
。
プ
曽
津
）
、
狩
猟
及
び
漁
携
、
種

六
の
彩
態
の
植
物
耕
作
、
動
物
飼
養
及
び
手
工
業
、
工
業
、
商
業
並
び
に
交
通
の
主
要
彩
態
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

　
一
般
に
、
低
い
文
化
段
階
（
皇
¢
弓
一
Ｈ
募
言
寂
）
及
び
経
済
段
階
（
婁
ｏ
奉
一
、
誌
。
フ
、
津
。
。
。
。
巨
箒
）
の
氏
族
は
、
叉
、
簡
単
な
経
済
彩
態

（
票
¢
奉
｛
募
ｏ
茅
茅
、
冒
旨
）
を
採
り
、
例
之
、
原
始
氏
族
は
、
歴
六
、
唯
一
の
経
済
彩
態
（
婁
。
≠
｛
、
け
。
。
。
了
、
津
。
。
｛
。
、
旨
）
を
持
つ
に
遇
ぎ

な
い
が
、
高
い
段
階
に
あ
っ
て
は
、
数
個
の
形
態
を
併
有
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
主
要
経
済
形
態
（
皇
・
＝
、
毛
言
ま
。
。
９
、
串
。
。
３
、
冒
）

と
補
充
経
済
彩
態
（
雲
ｏ
睾
器
冨
昌
鴨
雪
旨
）
の
別
を
認
む
可
く
、
例
之
、
海
岸
地
方
及
び
水
量
に
富
む
地
域
に
於
い
て
は
、
漁
猟

は
、
原
則
と
し
て
、
こ
の
補
充
彩
態
（
票
ｏ
睾
翌
畠
昌
窃
３
『
旨
）
に
過
ぎ
ず
、
叉
、
家
畜
の
飼
養
が
植
物
耕
作
の
傍
ら
、
営
ま
れ
て

い
る
こ
と
が
、
多
い
の
で
あ
る
。

　
経
済
段
階
（
婁
¢
奉
｛
誌
ｏ
ぎ
家
巨
守
）
に
対
し
て
、
経
済
形
態
（
票
ｏ
考
オ
誓
一
峯
家
ａ
冒
）
を
区
別
す
る
こ
と
は
、
極
め
て
重
要
で

あ
っ
て
、
前
者
が
、
抽
象
的
概
念
た
る
に
反
し
、
後
者
は
、
具
象
的
概
念
と
し
て
、
両
者
相
蝶
ち
、
各
地
域
の
経
済
の
実
棉
を
明
か

　
　
経
済
掌
と
地
理
掌
と
の
関
係
（
淡
川
）
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
（
五
四
一
）



　
　
器
館
経
済
挙
一
警
．
巻
。
釜
・
六
晋
一
、
　
　
　
－
ノ
　
　
　
　
　
、
八
一
五
竺
）

な
ら
し
め
る
も
の
で
あ
る
。
例
之
、
中
国
は
、
一
般
に
、
尚
お
、
伝
達
経
済
の
段
階
に
あ
る
も
の
と
せ
ら
れ
、
財
部
博
士
、
曾
っ
て
、

其
雄
篇
・
「
支
那
南
北
弁
」
　
に
於
い
て
、
　
「
進
運
地
域
ヨ
リ
不
変
ナ
ル
旧
恩
想
地
域
二
移
ル
’
二
、
旅
程
哩
数
数
十
否
数
百
ヲ
数
フ

ル
ノ
要
ナ
シ
。
第
二
十
世
紀
ヨ
リ
明
朝
（
ソ
ノ
減
落
ハ
第
十
七
世
紀
後
半
ノ
初
期
二
属
ス
ル
ヲ
注
意
ス
）
二
還
ル
ハ
間
六
眼
前
二
数
歩
ヲ
運

フ
ノ
一
些
事
二
過
キ
ス
、
両
者
何
レ
カ
ソ
ノ
一
ツ
ノ
眺
望
内
二
、
鞠
近
ノ
一
大
工
場
ト
質
素
ナ
ル
藁
葺
農
家
ト
ヲ
収
メ
得
ヘ
シ
」
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５

説
か
れ
し
如
～
、
沖
国
の
経
済
段
階
（
皇
¢
奉
一
募
ｏ
ぎ
家
。
。
巨
帝
）
は
、
今
も
昔
も
、
尚
お
、
同
じ
段
階
に
停
滞
し
て
い
る
。
一
方
、

そ
の
経
済
形
態
（
畠
Ｏ
奉
｛
募
Ｏ
麦
茅
ず
旨
）
を
見
れ
ば
、
例
之
、
農
業
に
就
い
て
は
、
北
支
に
於
い
て
は
、
鋤
耕
（
ら
。
、
皇
自
昏
曽
目
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
６
）

が
、
叉
、
南
支
に
あ
っ
て
は
、
高
地
耕
作
が
、
夫
六
、
そ
の
主
要
な
る
形
態
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
凡
そ
、
経
済
形
態
（
畠
。

奉
甘
蓉
事
３
…
）
が
、
原
始
産
業
の
性
格
を
帯
び
る
程
、
溢
六
、
気
侯
、
土
壌
、
地
形
、
共
の
他
の
白
然
に
よ
っ
て
、
条
件
付
け
ら

れ
る
こ
と
多
く
、
夫
六
の
経
済
形
態
（
皇
¢
幸
｛
ま
〇
一
艮
艮
｛
旨
）
は
、
唯
、
特
定
の
地
方
に
於
い
て
の
み
、
分
布
す
る
の
で
あ
る
。

従
っ
て
、
是
を
、
歴
史
的
に
、
一
の
発
展
段
階
と
し
て
、
理
解
す
る
に
は
、
多
く
の
困
難
を
伴
う
訳
で
あ
る
。

Ｈ↑臼的回内

内
田
博
士
．
目
本
経
済
史
研
究
・
下
巻
・
三
八
八
頁
以
下
参
照
。
本
庄
博
士
・
経
済
史
概
論
．
昭
和
二
十
六
年
版
．
七
六
頁
以
下
参
照
。

肩
橋
博
士
・
自
然
と
経
済
（
国
民
経
済
雑
誌
・
第
一
巻
・
第
四
号
）
．
参
照
。

話
－
一
目
．
－
ま
＆
ユ
ｏ
－
～
ヨ
Ｒ
蒜
争
巴
ａ
胴
８
サ
ｑ
ｓ
勺
；
ｏ
・
Ｈ
・
宙
Ｆ
Ｏ
ｏ
・
＞
邑
・
○
ｃ
・
轟
雫
・

財
部
博
士
・
支
那
及
印
度
経
済
論
・
七
二
頁
。

話
－
．
〆
．
宙
ぎ
ま
二
皇
ｏ
｝
目
訂
一
〇
ぎ
潟
｛
窯
く
〇
一
汀
ま
ま
ｏ
弄
ｐ
ド
国
Ｆ
的
・
＞
自
戸
コ
ｃ
・
ｃ
ｏ
墨
一
拙
著
・
経
済
と
地
理
．
ニ
ハ
六
頁
．
参
照
。
、

詰
－
．
＞
．
目
ｇ
巨
２
一
〇
昌
邑
・
蕎
ｏ
｛
雪
■
晋
守
÷
旨
守
・
心
・
宙
｛
・
ト
＞
室
・
ｏ
○
・
嵩
、
ド

四



　
前
揚
四
個
の
経
済
段
階
（
雲
ｏ
ミ
｛
芸
｝
掌
募
巨
誹
）
の
、
夫
六
の
特
質
を
略
説
す
れ
ば
、
先
ず
、
反
射
経
済
（
婁
、
、
。
ｂ
。
一
｛
、
。

幸
｛
量
Ｏ
ま
３
は
、
あ
ら
ゆ
る
経
済
行
為
が
、
飢
餓
、
倦
怠
、
寒
冷
等
の
欲
望
に
対
す
る
反
射
と
し
て
、
表
わ
れ
る
こ
と
に
、
そ
の

本
質
が
認
め
ら
れ
、
例
之
、
飢
餓
を
感
じ
る
と
、
眼
前
に
横
た
わ
る
果
実
、
草
根
、
昆
虫
等
を
採
集
し
、
是
を
食
い
尽
す
の
み
で
、

自
然
を
、
そ
の
あ
る
が
ま
ま
に
受
け
容
れ
、
何
等
、
是
に
対
し
て
、
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
な
く
、
そ
の
欲
望
充
当
に
際
し
て
、
完
全

に
、
自
然
に
依
存
す
る
の
で
あ
る
。

　
次
の
段
階
の
本
能
経
済
（
皇
二
豪
ま
葦
き
事
Ｈ
ま
○
フ
き
）
は
、
夫
六
の
地
方
の
自
然
事
情
に
応
化
す
る
処
の
、
人
間
の
、
本
能
的

な
経
済
的
経
験
を
包
含
し
、
前
の
段
階
に
対
し
て
、
進
歩
を
認
む
可
き
は
、
身
体
以
前
の
活
動
手
段
を
利
用
す
る
点
で
あ
っ
て
、
例

之
、
自
然
の
制
約
か
ら
解
放
さ
れ
る
為
め
に
、
最
広
義
の
道
具
を
便
用
し
、
か
く
て
、
自
然
自
体
に
対
し
て
、
或
る
程
度
の
影
響
を

及
ぽ
す
こ
と
に
な
り
、
欲
望
の
充
当
は
、
時
間
的
に
、
場
処
的
に
、
叉
、
量
的
に
も
、
質
的
に
も
、
前
の
段
階
に
比
し
て
、
一
層
、

自
由
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
第
三
の
段
階
た
る
伝
統
経
済
（
婁
¢
暮
康
ざ
罵
豪
事
オ
誓
迂
串
）
は
、
最
初
意
識
せ
ざ
る
も
、
漸
次
、
伝
承
、
固
定
し
た
処
の
、

道
具
及
び
方
法
の
発
達
に
よ
っ
て
、
経
験
が
、
財
宝
と
し
て
、
経
済
を
支
配
す
る
点
に
、
そ
の
本
質
が
求
め
ら
れ
、
か
く
て
、
此
の

段
階
に
あ
っ
て
は
、
一
般
丈
化
の
進
歩
と
関
聯
し
て
、
著
し
き
、
経
済
的
進
歩
が
認
め
ら
れ
、
例
之
、
灌
灘
を
伴
う
集
約
的
土
地
耕

作
・
金
属
の
採
集
及
び
利
用
、
分
業
、
手
工
業
、
工
業
、
商
業
及
び
交
通
の
発
達
、
凡
そ
、
是
等
の
事
例
は
、
裏
ら
に
、
次
の
段
階

へ
の
発
展
を
表
徴
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
最
後
の
科
学
技
術
経
済
（
婁
ｏ
峯
家
ｏ
婁
ｏ
罫
竃
｛
９
↓
ｏ
ｏ
ぎ
ぎ
訂
ミ
｛
募
・
軍
事
）
は
、
最
高
の
段
階
と
し
て
、
総
て
の
経
験
が
、
自
然

の
制
約
に
対
し
て
、
目
的
を
意
識
し
て
集
積
さ
れ
、
科
学
及
び
技
術
の
、
総
て
の
手
段
を
以
っ
て
、
自
然
を
、
意
識
し
て
、
経
済
の

　
　
蓬
済
掌
と
地
理
掌
と
の
関
係
（
淡
川
）
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三
）



　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
一
巻
・
第
五
・
．
六
号
）
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
（
五
四
四
）

目
的
の
為
め
に
、
克
服
す
る
点
に
、
そ
の
特
徴
が
認
め
ら
れ
る
。

　
以
上
、
四
個
の
段
階
に
就
い
て
、
そ
の
特
質
を
略
記
し
た
の
で
あ
る
が
、
伝
統
経
済
（
堅
¢
蔓
睾
｛
８
ｏ
豪
事
ま
吻
ｇ
筆
）
の
段
階

に
於
い
て
、
初
め
て
、
経
済
景
観
（
昌
ｏ
事
一
暴
ｏ
罫
穿
Ｈ
彗
守
ま
卑
）
の
観
念
を
認
む
可
き
で
あ
る
。
董
し
、
展
六
、
広
大
な
地
積
が
、

耕
作
及
び
灌
溝
施
設
、
聚
落
並
び
に
交
通
路
等
に
よ
り
、
根
本
的
に
、
変
化
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
少
く
し
、
経
済
景
観

（
婁
¢
！
葦
募
ｏ
巨
家
Ｈ
彗
象
ｏ
ぎ
津
）
の
意
義
に
就
い
て
、
述
べ
る
必
要
が
あ
る
。
是
に
関
し
て
は
、
先
ず
、
自
然
的
景
観
（
皇
¢
量
臣
７

Ｈ
｛
ｏ
ざ
■
彗
穿
ｇ
亀
）
と
自
然
景
観
（
２
０
４
警
邑
彗
艮
ｏ
事
串
）
の
両
観
念
を
、
明
か
に
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
自
然
的
景
観
（
ま
ｏ
墨
毒
皇
ｏ
汗

■
彗
穿
ｏ
多
６
は
、
原
始
的
に
保
存
さ
れ
て
、
人
間
の
影
響
が
、
永
久
に
加
わ
ら
ざ
る
天
然
景
観
（
皇
刃
オ
算
員
Ｈ
彗
康
ｏ
夢
津
）
と
は
、

峻
別
さ
る
可
く
、
総
て
の
自
然
的
標
識
を
顧
慮
し
て
、
そ
れ
自
体
、
そ
の
隣
接
の
景
観
か
ら
区
別
さ
れ
得
る
、
独
白
の
特
徴
を
具
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
）

て
い
る
景
観
を
指
示
す
る
の
で
あ
る
。

　
人
文
景
観
（
雲
¢
丙
自
岸
昌
Ｈ
彗
ま
ｏ
麦
串
）
と
云
う
専
門
語
も
、
展
六
、
使
用
さ
れ
る
処
で
あ
っ
て
、
人
間
に
よ
っ
て
、
創
造
さ
れ
た

景
観
を
、
広
く
、
人
文
景
観
（
茱
¢
冒
一
岸
員
Ｈ
彗
穿
Ｏ
罫
串
）
と
称
し
た
こ
と
も
あ
る
が
、
然
し
、
文
化
景
観
（
皇
Ｏ
穴
自
岸
昌
Ｈ
彗
ま
Ｏ
ぎ
事
）

と
云
う
様
な
概
念
は
、
人
間
に
よ
っ
て
影
響
さ
れ
た
景
観
を
、
す
べ
て
、
包
含
す
る
も
の
と
す
れ
ば
、
余
り
に
も
、
漢
然
と
し
て
、

適
当
な
も
の
で
は
な
い
と
恩
う
。
凡
そ
、
文
化
（
畠
ｏ
丙
邑
言
・
）
な
る
観
念
が
、
人
間
の
糖
神
的
な
生
活
内
容
及
び
調
和
的
な
生
活

基
準
を
包
括
す
る
も
の
と
す
れ
ば
、
所
謂
、
文
化
景
観
（
婁
ｏ
丙
己
巨
・
－
竃
艮
ｏ
罫
寄
）
は
、
人
間
の
作
用
が
、
調
和
的
な
、
美
的
な

も
の
と
し
て
、
景
観
の
実
相
に
表
現
さ
れ
た
面
を
指
示
す
可
き
で
あ
り
、
例
之
、
日
本
に
於
け
る
寺
院
景
観
（
婁
ｏ
、
宗
旨
潟
■
彗
宇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
）

コ
・
ｏ
事
３
の
如
き
、
是
で
あ
ろ
う
。

　
経
済
景
観
（
皇
ｏ
ミ
｛
豪
・
一
峯
茅
Ｈ
彗
穿
ｏ
巨
津
）
は
、
経
済
を
管
理
す
る
人
間
が
、
文
化
的
影
響
を
顧
慮
す
る
こ
と
な
し
に
、
単
に
、



物
質
的
利
用
と
云
う
観
点
の
下
、
自
然
景
観
（
婁
ｏ
ス
暮
己
彗
宗
ｇ
ら
）
を
変
革
し
て
、
生
苦
し
め
た
も
の
で
あ
る
。

　
自
然
の
強
烈
な
諾
条
件
は
、
原
始
的
な
経
済
段
階
（
婁
ｏ
考
｛
芽
・
巨
家
。
。
巨
訣
）
及
び
是
に
属
す
る
経
済
形
態
（
ま
ｏ
言
胃
暮
ぎ
家
－

ａ
旨
）
に
於
い
て
、
存
在
し
、
最
高
の
段
階
に
あ
っ
て
は
、
自
然
景
観
（
争
・
Ｚ
き
員
冒
旨
茅
・
ぎ
津
）
の
要
因
の
作
用
は
、
懐
か
と
な

り
、
経
済
を
管
理
す
る
人
間
が
、
是
等
の
要
因
に
対
し
て
、
単
に
受
動
的
に
の
み
な
ら
ず
、
叉
、
是
に
、
能
動
的
に
作
用
せ
ん
こ
と

を
、
試
み
る
の
で
あ
る
。
然
し
、
此
の
目
的
の
為
め
に
は
、
経
済
地
理
に
於
け
る
事
実
的
基
礎
の
探
求
及
び
認
識
を
前
提
と
せ
な
け

れ
ば
な
ら
ぬ
。
従
っ
て
、
経
済
的
に
見
て
、
重
要
な
地
域
が
、
個
六
の
景
観
の
中
の
、
何
れ
に
帰
属
す
る
か
、
即
ち
、
自
然
的
な
経

済
景
観
（
雲
¢
事
一
碁
ｃ
一
峯
茅
Ｈ
彗
宗
ｏ
げ
峯
）
の
分
布
及
び
大
い
さ
の
間
題
は
、
斯
学
に
於
い
て
、
最
も
重
要
な
地
域
を
占
め
る
で
あ

ろ
う
。

　
人
間
の
経
済
が
、
自
然
景
観
（
婁
ｏ
４
誉
己
彗
宗
〇
一
き
｛
け
）
に
及
ぽ
す
作
用
は
、
そ
の
方
法
及
び
範
囲
の
点
に
於
い
て
、
元
よ
り
、

時
間
的
に
見
て
、
極
め
て
、
種
六
な
る
様
相
を
呈
す
る
も
の
で
あ
る
。
経
済
を
管
理
す
る
人
間
の
特
性
及
び
数
、
経
済
の
目
標
に
依

　
　
　
　
　
３
）

存
す
る
は
勿
論
、
叉
、
他
方
に
於
い
て
、
気
候
、
肥
沃
な
る
地
表
、
地
産
、
豊
富
な
森
林
、
そ
の
他
の
地
理
的
因
子
に
支
配
さ
れ
、

是
等
の
地
理
的
因
子
に
は
、
一
般
に
、
恒
常
不
変
的
な
も
の
で
あ
る
が
、
人
間
の
作
用
は
、
断
え
ず
、
変
化
の
過
程
に
置
か
れ
、
特

に
、
経
済
の
目
標
に
至
っ
て
は
、
急
変
す
る
こ
と
多
く
、
従
っ
て
、
経
済
景
観
（
監
¢
考
守
暮
巨
デ
Ｈ
；
康
ｏ
軍
一
津
）
は
、
常
に
、
変
動

を
受
け
る
も
の
で
あ
る
。
英
国
に
於
け
る
穀
物
関
税
の
廃
止
が
、
曾
っ
て
、
普
及
し
て
屠
た
処
の
農
業
を
制
限
し
、
為
め
に
、
耕
地

景
観
（
皇
Ｏ
写
巨
９
－
彗
穿
９
奉
）
は
、
や
が
て
、
現
今
見
る
様
な
遊
園
景
観
（
皇
Ｏ
ぎ
幸
Ｈ
竃
穿
Ｏ
ぎ
津
）
へ
、
変
化
す
る
に
至
っ
た

の
で
あ
る
。

　
経
済
を
営
む
人
間
が
、
景
観
に
影
響
し
、
且
つ
、
是
を
変
化
す
る
作
用
は
、
一
般
に
、
高
度
の
経
済
段
階
（
皇
¢
ミ
ざ
琴
事
扉
－
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立
命
館
経
済
掌
（
第
一
巻
・
第
五
．
。
六
号
）

。
【
巨
守
）
及
び
発
達
し
た
る
経
済
形
態
べ
ま
¢
奉
｛
暴
ｏ
罫
家
寄
【
冒
）
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
低
位
の
も
の
に
比
し
て
、
一
層
、
強
烈
ノ
」
あ

り
・
且
つ
・
永
続
性
を
有
す
る
。
白
然
と
経
済
と
の
関
係
に
於
い
て
、
経
済
が
発
達
す
る
と
云
う
こ
と
は
、
疎
放
状
態
か
ら
、
集
約

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
）

状
態
へ
進
展
す
る
こ
と
を
、
意
味
す
る
に
外
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。

　
か
く
見
来
れ
ば
・
経
済
地
理
学
の
研
究
に
於
い
て
、
経
済
学
の
占
め
る
地
位
は
、
今
後
、
益
六
、
重
要
な
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
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